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1-1 目的

「CAD 製図基準に関する運用ガイドライン(案)」（以下、本ガイドライン
(案)という。）は、CAD データの取り扱いにあたって、担当者ごとのバラツ
キをなくし、現場での混乱や手戻りを最小とするため、発注者が留意すべき
事項等を運用の流れに沿って示すことで、基準(案)の統一的な運用を図るこ
とを目的に作成したものである。

発注者の視点で作成されたガイドラインです。
次回発行のガイドラインではこの表記はなくなります。
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1-2 本ガイドライン(案)の位置づけ

本ガイドライン(案)の上位要領・基準は以下のものとなる。
・「CAD 製図基準(案)」（平成16 年6 月）
・「土木設計業務等の電子納品要領(案)」（平成16 年6 月）
・「工事完成図書の電子納品要領(案)」（平成16 年6 月）

その他、本ガイドライン(案)に記載のない事項については以下のものを参照する。
・「電子納品運用ガイドライン(案)」（平成16 年10 月）
・「現場における電子納品に関する事前協議ガイドライン(案)［土木設計業務

編］」（平成14 年2 月）
・「現場における電子納品に関する事前協議ガイドライン(案)［土木工事

編］」（平成14 年2 月）

事前協議ガイドラインは次期「運用ガイドライン」で統合されて廃止となります。
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2-1 SXFファイルのレベルと交換標準の位置づけ

電子納品されるCAD データは、2 次元データの図面交換を保証する
SXF レベル2 の基準を満たすように作成されることが必要である。
また、SXF がデータ交換標準であることから、電子納品されたデータ
の確認については、SXF ブラウザでの目視によるものを基本とする。

GIS・統合DB 等との連携、自動数量拾いなど、
CADと関連ソフト間のデータ交換基盤を提供

レベル4 の仕様策定過程で必要とされる幾何部
分の仕様

建設業界の電子納品で用いる2 次元図面データ
の交換を可能にするレベル

画面(紙)上で図面表示が正確に再現できるレベ
ル

概 要

レベル４

レベル２

レベル３開
発
中

レベル１開
発
済

開発レベル



ＣＩＣ CAD研修 2005/09 Copyright © 2005 Construction Information Consortium6

ＳＸＦ（ｐ２１）とは

ＳＸＦとは

図面の共通ファイル形式です

ｐ２１、ｓｆｃ

ｐ２１は国際標準規格(ISO)準拠の納品形式

ｓｆｃは簡易版

バージョンとレベル

最新のバージョンは３

納品はバージョン２の範囲内

CAD製図基準の要求レベルは２
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2-2 SXF でのCAD データ納品時の留意点

(1)納品時におけるCAD データの正当性の確認
(2)ファイル容量の大きい図面の対応
(3)納品図面対象外(途中段階)の取り扱い
(4)SXF(P21)形式以外の納品についての取り扱い

留意事項は
・データの正当性はＳＸＦブラウザの目視確認による。
・大容量ファイルの取り扱い方

の２点です。
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3-3-3 CADデータの作成について

線種・線の太さ
表 3-1 基本的な線の太さと利用法(例)

切断線太い一点鎖線

中心線細い一点鎖線

隠れた部分の外形線破線

寸法線、引き出し線など細い実線

外形線太い実線

0.500.250.13

0.700.350.18

1.000.500.25

1.400.700.35

（1：2：4）2.001.000.501.4(A0,A1)
1.0(その他)

比率極太線太線細線輪郭線

表 3-2 線の太さの選択例

図枠は1.4mm
（CAD製図基準）

SCADECでは１５
種類の線種が定義
されている。
作図に不足の場合
は、協議のうえ、そ
の中から選ぶ
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3-3-3 CADデータの作成について

色

赤

黄

白

赤

線色

その他の構造物

図枠など

寸法、文字

主構造物

オブジェクト

赤

橙

黒

赤

線色

その他の構造物

図枠など

寸法、文字

主構造物

オブジェクト

背景が黒の場合 背景が白の場合
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3-3-3 CADデータの作成について

文字
1） CAD データ中の文字
【代表例】
○ 全角英数字 １，２，Ａ，Ｂ，･･･
○ ギリシャ文字 α，β，γ，φ，･･･
× 半角カタカナ ｱ，ｲ，ｳ，･･･
× ○囲み文字 ①，②，③，･･･
× ローマ数字 Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，･･･
× 機種依存文字 ㌔，㍼，㈱，㎡･･･
※ ただし、縦書きの場合「全角英数字」は使用不可となる。

2） 管理項目に用いる文字
【代表例】
× 全角英数字 １，２，Ａ，Ｂ，･･･
× 半角カタカナ ｱ，ｲ，ｳ，･･･
○ ギリシャ文字 α，β，γ，φ，･･･
× ○囲み文字 ①，②，③，･･･
× ローマ数字 Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，･･･
× 機種依存文字 ㌔，㍼，㈱，㎡･･･

フォントはMSゴ
シックを選んでお
けばOK
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3-3-3 CADデータの作成について

ファイル名

OSの種類によっては、左記のように表示す
るものがありますが、図面管理ファイル
（DRAWING.XML）の［図面ファイル名］
を半角大文字で記入し、「ISO9660レベル
1」フォーマットでCD-Rを作成すれば問題
ありません。（H16.1.22）

表題欄に記述する図面番号は、連番で付与し、
欠番を許さないこととしています。
（H15.6.2）

図面管理項目(XML記入）の図面情報は、図
面番号をできる限り昇順として記入してくだ
さい。（H16.10.19）

ファイル命名規則は、全て半角大文字
となっていますが、拡張子と図面種類
（例：PL）を一緒に大文字にすること
ができません。D1SC0000.p21 ま
たは D1sc0000.P21 のどちらかに
なってしまいます。チェックシステム
でエラーが出るのは、上記内容が原因
なのでしょうか。それとも、その他に
原因があるのでしょうか。

表題欄の図面番号に発番規則はあるの
でしょうか。

［CA-510］について、パソコンの表
示方法ではなく、図面管理ファイル内
での図面情報の並びも工種を昇順にし
た状態にすべきでしょうか。例えば、
「対象工種-数値」が「100」の図面
ファイルの情報の後に、「001」の図
面ファイルの情報を記入するように降
順となっていてもよいでしょうか。

CA-333

CA-22

CA-533
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3-3-3 CADデータの作成について

レイヤ名
レイヤ名は、
［責任主体］－［図面オブジェクト］－［作図要素］で表す。

出来形図面を納品する場合、レ
イヤ名称はどのようにしたらよ
いでしょうか。

出来形図面は、出来形管理資料として取り扱
うものであり、CAD図面として納品する義
務はありませんが、受発注者協議により納品
する場合は以下の2通りの方法が考えられま
す。1.出来形図面をイメージデータ等として
打合せ簿に添付して納品してください。2.出
来形図面を図面データとして納品する場合は、
ファイル名及びレイヤ名を決定し、納品して
ください。(H16.2.26)

CA-351
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3-6-2 事前協議について

(1)CAD 協議担当者の選任
CAD データ作成に関する協議の窓口を決定する。

(2)受発注者連絡手段の決定
双方で利用可能な手段を採用する。

(3)設計に疑義が生じたときの責任分担等
修正をどちらで行うか協議する。

(4)施工中の図面ファイルの受け渡し方法
双方利用可能なフォーマットで、データ容量の大きくならないも

のを選択する。
(5)CAD ソフト、朱書きソフトの選定

交換可能な朱書きソフトを採用する。
(6)その他

ファイル名の命名方法等
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3-6-3 CADデータの作成について

「3-3-3」と同様の取り扱いとする。



ＣＩＣ CAD研修 2005/09 Copyright © 2005 Construction Information Consortium15

3-6-3 施工中の最新CAD データの管理

施工中の最新CAD データの管理は受発注者双方で共通に利用可能な
設備（共有サーバ、ASP など）で行うことが理想であるが、これが
困難な場合は、受発注者間協議により管理主体、管理方法を定め、双
方で常に最新データを共有出来るようにする必要がある。

電子データは、送受信は簡単ですが、管理が大変です。

改訂を行ううちに、類似ファイルが多数できてしまいます。できれば、
PDFなどのイメージデータで交換するか、WORDなどに貼り付けて利用す
るのが無難です。
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3-6-5 工事におけるCAD データの変更

設計変更の注意点

・設計変更図面の作成は発注者が行います。
→ ファイル名のライフサイクルはＣとなります。
→ 表題覧の欄外上部に「第○○回設計変更」を追加します。
→ 図面番号は設計変更毎の連番を振ります。
→ 図面の整理番号を変えます。
→ 設計変更図面はDRAWINGSフォルダに格納します（発注者）。
→ DRAWINGSフォルダと図面管理情報を受け取ります（受注者）。

・ 整理番号を活用します。
・ 整理番号を変えてわかりやすい状態にして管理します。
・ 図面の増減がある場合は、別途、細かい規定があります。
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3-8 納品されたCAD データの確認

納品されたCAD データについては、以下の事項について確認するこ
と
(1) ファイル形式がSXF(P21)であること
(2) 指定のバージョン、レベルであること
(3) 規定のファイル名であること
(4) 規定のレイヤ名であること
(5) レイヤと作図されている内容の確認
(6) 線種や線色、線の太さ等の確認

チェック方法は、実習で説明します。


